
(57)【要約】

【課題】有限体上の演算を行う演算回路を従来に比べて

少ない回路構成要素で小規模に構成できる回路構成方法

を提供する。

【解決手段】第１の有限体から第２の有限体への第１の

拡大についての第１の多項式を基に第１の原始根α１ 　

を得る（ＳＴ１）。第２の有限体から第３の有限体への

第２の拡大についての第２の多項式であって、ＳＴ１で

得られた第１の原始根α１ 　と第１の多項式の０次の項

の係数とを用いて、０次の項の係数が規定された第２の

多項式を基に第２の原始根α２ 　を得る（ＳＴ２）。第

２の原始根α２ 　を用いて表現された基底を用いて、第

３の有限体上の演算を規定して演算回路を構成する（Ｓ

Ｔ３，４）。

【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
有 限 体 上 の 演 算 を 行 う 演 算 回 路 を 構 成 す る 回 路 構 成 方 法 で あ っ て 、
第 １ の 有 限 体 か ら 第 ２ の 有 限 体 へ の 第 １ の 拡 大 に つ い て の 第 １ の 多 項 式 を 基 に 第 １ の 原 始
根 α １ 　 を 得 る 第 １ の 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 有 限 体 か ら 前 記 第 ３ の 有 限 体 へ の 第 ２ の 拡 大 に つ い て の 第 ２ の 多 項 式 で あ っ て
、 前 記 第 １ の 工 程 で 得 ら れ た 前 記 第 １ の 原 始 根 α １ 　 と 前 記 第 １ の 多 項 式 の ０ 次 の 項 の 係
数 と を 用 い て 、 ０ 次 の 項 の 係 数 が 規 定 さ れ た 前 記 第 ２ の 多 項 式 を 基 に 第 ２ の 原 始 根 α ２ 　
を 得 る 第 ２ の 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 工 程 で 得 ら れ た 前 記 第 ２ の 原 始 根 α ２ 　 を 用 い て 表 現 さ れ た 基 底 を 用 い て 、 前
記 第 ３ の 有 限 体 上 の 演 算 を 規 定 す る 第 ３ の 工 程 と 、
前 記 第 ３ の 工 程 で 規 定 さ れ た 演 算 を 基 に 、 当 該 演 算 を 行 う 演 算 回 路 を 構 成 す る 第 ４ の 工 程
と
を 有 す る 回 路 構 成 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ の 有 限 体 が 、 有 限 体 Ｆ ｑ 　 か ら 拡 大 次 数 ｎ の 拡 大 で あ り 、
前 記 第 ２ の 有 限 体 が 、 前 記 第 １ の 有 限 体 か ら 拡 大 次 数 ｌ １ 　 の 第 １ の 拡 大 で あ り 、
前 記 第 ３ の 有 限 体 が 、 前 記 第 ２ の 有 限 体 か ら 拡 大 次 数 ｌ ２ 　 の 第 ２ の 拡 大 で あ り 、
前 記 第 ３ の 工 程 に お い て 、 下 記 （ １ － １ ） で 示 す 位 数 の 下 記 （ １ － ２ ） で 示 す 前 記 第 ３ の
有 限 体 上 の 演 算 を 規 定 す る 場 合 に 、
前 記 第 １ の 工 程 に お い て 、 前 記 第 １ の 原 始 根 α １ 　 を 下 記 （ １ － ３ ） を 基 に 得 て 、
前 記 第 ２ の 工 程 に お い て 、 前 記 第 ２ の 原 始 根 α ２ 　 を 下 記 （ １ － ４ ） を 基 に 得 る
請 求 項 １ に 記 載 の 回 路 構 成 方 法 。
【 数 １ 】
　
　
　
【 数 ２ 】
　
　
　
【 数 ３ 】
　
　
　
【 数 ４ 】
　
　
　
　
　
【 請 求 項 ３ 】
前 記 拡 大 次 数 ｌ １ 　 と ｌ ２ 　 と が 共 に ｑ で あ る 場 合 に 、
前 記 第 １ の 工 程 に お い て 、 前 記 第 １ の 原 始 根 α １ 　 を 下 記 （ １ － ５ ） ， （ １ － ５ ａ ） を 基
に 得 て 、
前 記 第 ２ の 工 程 に お い て 、 前 記 第 ２ の 原 始 根 α ２ 　 を 下 記 （ １ － ６ ） を 基 に 得 る
請 求 項 ２ に 記 載 の 回 路 構 成 方 法 。
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【 数 ５ 】
　
　
　
【 数 ６ 】
　
　
　
【 数 ７ 】
　
　
　
　
　
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 ３ の 工 程 に お い て 、 前 記 第 ２ の 有 限 体 上 の 演 算 を 用 い て 前 記 第 ３ の 有 限 体 上 の 演 算
を 規 定 し 、
前 記 第 ４ の 工 程 に お い て 、 前 記 第 ３ の 工 程 で 用 い た 前 記 第 ２ の 有 限 体 上 の 演 算 を 行 う 第 １
の 演 算 回 路 を 構 成 し 、 当 該 第 １ の 演 算 回 路 を 用 い て 前 記 第 ３ の 有 限 体 上 の 演 算 を 行 う 第 ２
の 演 算 回 路 を 構 成 す る
請 求 項 １ に 記 載 の 回 路 構 成 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ３ の 工 程 に お い て 、 前 記 第 ２ の 多 項 式 の ０ 次 の 項 の 係 数 を 乗 じ る 前 記 第 ２ の 有 限 体
上 の 演 算 を 用 い て 、 前 記 第 ３ の 有 限 体 上 の 演 算 を 規 定 す る
請 求 項 ４ に 記 載 の 回 路 構 成 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
有 限 体 上 の 演 算 を 行 う 演 算 回 路 を 構 成 す る 回 路 構 成 装 置 で あ っ て 、
第 １ の 有 限 体 か ら 第 ２ の 有 限 体 へ の 第 １ の 拡 大 に つ い て の 第 １ の 多 項 式 を 基 に 第 １ の 原 始
根 α １ 　 を 得 る 第 １ の 手 段 と 、
前 記 第 ２ の 有 限 体 か ら 前 記 第 ３ の 有 限 体 へ の 第 ２ の 拡 大 に つ い て の 第 ２ の 多 項 式 で あ っ て
、 前 記 第 １ の 手 段 で 得 ら れ た 前 記 第 １ の 原 始 根 α １ 　 と 前 記 第 １ の 多 項 式 の ０ 次 の 項 の 係
数 と を 用 い て 、 ０ 次 の 項 の 係 数 が 規 定 さ れ た 前 記 第 ２ の 多 項 式 を 基 に 第 ２ の 原 始 根 α ２ 　
を 得 る 第 ２ の 手 段 と 、
前 記 第 ２ の 手 段 で 得 ら れ た 前 記 第 ２ の 原 始 根 α ２ 　 を 用 い て 表 現 さ れ た 基 底 を 用 い て 、 前
記 第 ３ の 有 限 体 上 の 演 算 を 規 定 す る 第 ３ の 手 段 と 、
前 記 第 ３ の 手 段 で 規 定 さ れ た 演 算 を 基 に 、 当 該 演 算 を 行 う 演 算 回 路 を 構 成 す る 第 ４ の 手 段
と
を 有 す る 回 路 構 成 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
有 限 体 上 の 演 算 を 行 う 演 算 回 路 を 構 成 す る 回 路 構 成 装 置 に よ っ て 実 行 さ れ る プ ロ グ ラ ム で
あ っ て 、
第 １ の 有 限 体 か ら 第 ２ の 有 限 体 へ の 第 １ の 拡 大 に つ い て の 第 １ の 多 項 式 を 基 に 第 １ の 原 始
根 α １ 　 を 得 る 第 １ の 手 順 と 、
前 記 第 ２ の 有 限 体 か ら 前 記 第 ３ の 有 限 体 へ の 第 ２ の 拡 大 に つ い て の 第 ２ の 多 項 式 で あ っ て
、 前 記 第 １ の 手 順 で 得 ら れ た 前 記 第 １ の 原 始 根 α １ 　 と 前 記 第 １ の 多 項 式 の ０ 次 の 項 の 係
数 と を 用 い て 、 ０ 次 の 項 の 係 数 が 規 定 さ れ た 前 記 第 ２ の 多 項 式 を 基 に 第 ２ の 原 始 根 α ２ 　
を 得 る 第 ２ の 手 順 と 、
前 記 第 ２ の 手 順 で 得 ら れ た 前 記 第 ２ の 原 始 根 α ２ 　 を 用 い て 表 現 さ れ た 基 底 を 用 い て 、 前
記 第 ３ の 有 限 体 上 の 演 算 を 規 定 す る 第 ３ の 手 順 と 、
前 記 第 ３ の 手 順 で 規 定 さ れ た 演 算 を 基 に 、 当 該 演 算 を 行 う 演 算 回 路 を 構 成 す る 第 ４ の 手 順
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と
を 有 す る プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 有 限 体 上 の 演 算 を 行 う 演 算 回 路 の 回 路 構 成 方 法 、 そ の 方 法 お よ び そ の プ ロ グ ラ
ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
例 え ば 、 ハ ミ ン グ 符 号 な ど の 誤 り 訂 正 符 号 や 復 号 で は 、 例 え ば 、 有 限 体 上 の 演 算 が 行 わ れ
て い る 。
こ の よ う な 有 限 体 は 、 他 の 有 限 体 か ら の 拡 大 に よ っ て 規 定 さ れ る 場 合 が あ る 。
例 え ば 、 第 １ の 有 限 体 か ら の 第 １ の 拡 大 に よ っ て 第 ２ の 有 限 体 が 規 定 さ れ 、 第 ２ の 有 限 体
か ら の 第 ２ の 拡 大 に よ っ て 第 ３ の 有 限 体 が 規 定 さ れ る 場 合 に 、 上 記 第 ３ の 有 限 体 上 の 演 算
は 、 上 記 第 ２ の 有 限 体 上 の 演 算 を 用 い て 規 定 さ れ る 。
ま た 、 上 記 第 ２ の 有 限 体 上 の 演 算 は 、 上 記 第 １ の 拡 大 に つ い て の 第 １ の 多 項 式 に よ っ て 得
ら れ た 原 始 根 を 基 に 決 定 さ れ た 基 底 を 用 い て 表 現 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ の 有 限 体 上 の 演 算 は
、 上 記 第 ２ の 拡 大 に つ い て の 第 ２ の 多 項 式 に よ っ て 得 ら れ た 原 始 根 を 基 に 決 定 さ れ た 基 底
を 用 い て 表 現 さ れ る 。
従 来 の 回 路 構 方 法 で は 、 上 記 第 ２ の 多 項 式 の ０ 次 の 項 の 係 数 を 、 上 記 第 １ の 多 項 式 の ０ 次
の 項 の 係 数 と は 無 関 係 に 定 め て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の 回 路 構 成 方 法 で は 、 第 ３ の 有 限 体 上 の 演 算 を 行 う 演 算 回 路
の 回 路 構 成 要 素 が 多 く な り 、 当 該 演 算 回 路 が 大 規 模 化 し て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は か か る 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 有 限 体 上 の 演 算 を 行 う 演 算 回 路 を 従 来
に 比 べ て 少 な い 回 路 構 成 要 素 で 小 規 模 に 構 成 で き る 回 路 構 成 方 法 、 そ の 装 置 、 そ の プ ロ グ
ラ ム お よ び 演 算 回 路 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 第 １ の 発 明 の 回 路 構 成 方 法 は 、 有 限 体 上 の 演 算 を 行 う 演 算 回
路 を 構 成 す る 回 路 構 成 方 法 で あ っ て 、 第 １ の 有 限 体 か ら 第 ２ の 有 限 体 へ の 第 １ の 拡 大 に つ
い て の 第 １ の 多 項 式 を 基 に 第 １ の 原 始 根 α １ 　 を 得 る 第 １ の 工 程 と 、 前 記 第 ２ の 有 限 体 か
ら 前 記 第 ３ の 有 限 体 へ の 第 ２ の 拡 大 に つ い て の 第 ２ の 多 項 式 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 工 程 で
得 ら れ た 前 記 第 １ の 原 始 根 α １ 　 と 前 記 第 １ の 多 項 式 の ０ 次 の 項 の 係 数 と を 用 い て 、 ０ 次
の 項 の 係 数 が 規 定 さ れ た 前 記 第 ２ の 多 項 式 を 基 に 第 ２ の 原 始 根 α ２ 　 を 得 る 第 ２ の 工 程 と
、 前 記 第 ２ の 工 程 で 得 ら れ た 前 記 第 ２ の 原 始 根 α ２ 　 を 用 い て 表 現 さ れ た 基 底 を 用 い て 、
前 記 第 ３ の 有 限 体 上 の 演 算 を 規 定 す る 第 ３ の 工 程 と 、 前 記 第 ３ の 工 程 で 規 定 さ れ た 演 算 を
基 に 、 当 該 演 算 を 行 う 演 算 回 路 を 構 成 す る 第 ４ の 工 程 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
第 １ の 発 明 の 回 路 構 成 方 法 の 作 用 は 以 下 の よ う に な る 。
先 ず 、 第 １ の 工 程 に お い て 、 第 １ の 有 限 体 か ら 第 ２ の 有 限 体 へ の 第 １ の 拡 大 に つ い て の 第
１ の 多 項 式 を 基 に 第 １ の 原 始 根 α １ 　 を 得 る 。
次 に 、 第 ２ の 工 程 に お い て 、 前 記 第 ２ の 有 限 体 か ら 前 記 第 ３ の 有 限 体 へ の 第 ２ の 拡 大 に つ
い て の 第 ２ の 多 項 式 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 工 程 で 得 ら れ た 前 記 第 １ の 原 始 根 α １ 　 と 前 記
第 １ の 多 項 式 の ０ 次 の 項 の 係 数 と を 用 い て 、 ０ 次 の 項 の 係 数 が 規 定 さ れ た 前 記 第 ２ の 多 項
式 を 基 に 第 ２ の 原 始 根 α ２ 　 を 得 る 。
次 に 、 第 ３ の 工 程 に お い て 、 前 記 第 ２ の 工 程 で 得 ら れ た 前 記 第 ２ の 原 始 根 α ２ を 用 い て 表
現 さ れ た 基 底 を 用 い て 、 前 記 第 ３ の 有 限 体 上 の 演 算 を 規 定 す る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-164383 A 2004.6.10



次 に 、 第 ４ の 工 程 に お い て 、 前 記 第 ３ の 工 程 で 規 定 さ れ た 演 算 を 基 に 、 当 該 演 算 を 行 う 演
算 回 路 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 ２ の 発 明 の 回 路 構 成 装 置 は 、 有 限 体 上 の 演 算 を 行 う 演 算 回 路 を 構 成 す る 回 路 構 成 装 置 で
あ っ て 、 第 １ の 有 限 体 か ら 第 ２ の 有 限 体 へ の 第 １ の 拡 大 に つ い て の 第 １ の 多 項 式 を 基 に 第
１ の 原 始 根 α １ 　 を 得 る 第 １ の 手 段 と 、 前 記 第 ２ の 有 限 体 か ら 前 記 第 ３ の 有 限 体 へ の 第 ２
の 拡 大 に つ い て の 第 ２ の 多 項 式 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 手 段 で 得 ら れ た 前 記 第 １ の 原 始 根 α

１ 　 と 前 記 第 １ の 多 項 式 の ０ 次 の 項 の 係 数 と を 用 い て 、 ０ 次 の 項 の 係 数 が 規 定 さ れ た 前 記
第 ２ の 多 項 式 を 基 に 第 ２ の 原 始 根 α ２ を 得 る 第 ２ の 手 段 と 、 前 記 第 ２ の 手 段 で 得 ら れ た 前
記 第 ２ の 原 始 根 α ２ 　 を 用 い て 表 現 さ れ た 基 底 を 用 い て 、 前 記 第 ３ の 有 限 体 上 の 演 算 を 規
定 す る 第 ３ の 手 段 と 、 前 記 第 ３ の 手 段 で 規 定 さ れ た 演 算 を 基 に 、 当 該 演 算 を 行 う 演 算 回 路
を 構 成 す る 第 ４ の 手 段 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 ２ の 発 明 の 回 路 構 成 装 置 の 作 用 は 以 下 の よ う に な る 。
先 ず 、 第 １ の 手 段 に お い て 、 第 １ の 有 限 体 か ら 第 ２ の 有 限 体 へ の 第 １ の 拡 大 に つ い て の 第
１ の 多 項 式 を 基 に 第 １ の 原 始 根 α １ 　 を 得 る 。
次 に 、 第 ２ の 手 段 に お い て 、 前 記 第 ２ の 有 限 体 か ら 前 記 第 ３ の 有 限 体 へ の 第 ２ の 拡 大 に つ
い て の 第 ２ の 多 項 式 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 手 段 で 得 ら れ た 前 記 第 １ の 原 始 根 α １ 　 と 前 記
第 １ の 多 項 式 の ０ 次 の 項 の 係 数 と を 用 い て 、 ０ 次 の 項 の 係 数 が 規 定 さ れ た 前 記 第 ２ の 多 項
式 を 基 に 第 ２ の 原 始 根 α ２ 　 を 得 る 。
次 に 、 第 ３ の 手 段 に お い て 、 前 記 第 ２ の 手 段 で 得 ら れ た 前 記 第 ２ の 原 始 根 α ２ を 用 い て 表
現 さ れ た 基 底 を 用 い て 、 前 記 第 ３ の 有 限 体 上 の 演 算 を 規 定 す る 。
次 に 、 第 ４ の 手 段 に お い て 、 前 記 第 ３ の 手 段 で 規 定 さ れ た 演 算 を 基 に 、 当 該 演 算 を 行 う 演
算 回 路 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 ３ の 発 明 の プ ロ グ ラ ム は 、 有 限 体 上 の 演 算 を 行 う 演 算 回 路 を 構 成 す る 回 路 構 成 装 置 に よ
っ て 実 行 さ れ る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 第 １ の 有 限 体 か ら 第 ２ の 有 限 体 へ の 第 １ の 拡 大 に つ
い て の 第 １ の 多 項 式 を 基 に 第 １ の 原 始 根 α １ 　 を 得 る 第 １ の 手 順 と 、 前 記 第 ２ の 有 限 体 か
ら 前 記 第 ３ の 有 限 体 へ の 第 ２ の 拡 大 に つ い て の 第 ２ の 多 項 式 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 手 順 で
得 ら れ た 前 記 第 １ の 原 始 根 α １ 　 と 前 記 第 １ の 多 項 式 の ０ 次 の 項 の 係 数 と を 用 い て 、 ０ 次
の 項 の 係 数 が 規 定 さ れ た 前 記 第 ２ の 多 項 式 を 基 に 第 ２ の 原 始 根 α ２ 　 を 得 る 第 ２ の 手 順 と
、 前 記 第 ２ の 手 順 で 得 ら れ た 前 記 第 ２ の 原 始 根 α ２ 　 を 用 い て 表 現 さ れ た 基 底 を 用 い て 、
前 記 第 ３ の 有 限 体 上 の 演 算 を 規 定 す る 第 ３ の 手 順 と 、 前 記 第 ３ の 手 順 で 規 定 さ れ た 演 算 を
基 に 、 当 該 演 算 を 行 う 演 算 回 路 を 構 成 す る 第 ４ の 手 順 と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
〔 本 発 明 の 関 連 技 術 〕
当 該 関 連 技 術 で は 、 有 限 体 Ｆ が 有 限 体 Ｆ ｑ 　 の ｎ 次 拡 大 で あ り 、 有 限 体 Ｋ が 有 限 体 Ｆ か ら
の 拡 大 次 数 ｑ の 拡 大 で あ り 、 有 限 体 Ｌ が 有 限 体 Ｋ か ら の 拡 大 次 数 ｑ の 拡 大 で あ る 場 合 に 、
有 限 体 Ｋ 上 の ａ 倍 演 算 を 含 む 有 限 体 Ｌ 上 の 演 算 を 行 う 演 算 回 路 を 構 成 す る 回 路 構 成 方 法 を
説 明 す る 。
こ こ で 、 位 数 が 下 記 （ ２ － １ ） で 示 さ れ 、 有 限 体 Ｌ が 下 記 （ ２ － ２ ） の よ う に 表 現 さ れ る
。 本 実 施 形 態 で は 、 下 記 （ ２ － １ ） ， （ ２ － ２ ） に お い て 、 ｌ １ 　 ＝ ｌ ２ 　 ＝ ｑ の 場 合 を
例 示 す る 。
こ の 場 合 に 、 上 記 拡 大 の 関 係 は 、 下 記 （ ２ － ３ ） で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 数 ８ 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
【 数 ９ 】
　
　
【 ０ ０ １ ３ 】
【 数 １ ０ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ４ 】
従 来 の 回 路 構 成 方 法 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 有 限 体 Ｋ 上 の ｌ ２ 　 次 元 ベ ク ト ル Ｄ ＿ Ｉ Ｎ
を 入 力 し 、 有 限 体 Ｋ 上 の ｌ ２ 　 次 元 ベ ク ト ル Ｄ ＿ Ｏ Ｕ Ｔ を 出 力 し 、 有 限 体 Ｋ 上 の ａ 倍 演 算
回 路 ３ ０ １ を 有 し 、 有 限 体 Ｌ 上 の 演 算 を 行 う 演 算 回 路 ３ ０ ０ を 構 成 す る 。
有 限 体 Ｋ 上 の ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ は 、 有 限 体 Ｆ 上 の ｌ １ 　 次 元 ベ ク ト ル Ｖ Ａ を 入 力 し 、 有
限 体 Ｆ 上 の ｌ １ 　 次 元 ベ ク ト ル Ｖ Ｄ を 出 力 す る 。
有 限 体 Ｆ か ら 有 限 体 Ｋ へ の 第 １ の 拡 大 Ｋ ／ Ｆ の 原 始 根 α １ 　 を 下 記 （ ２ － ４ ） に 示 す 第 １
の 多 項 式 を 基 に 得 る 。
そ し て 、 原 始 根 α １ 　 を 基 に 、 有 限 体 Ｋ 上 の 演 算 の 基 底 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 数 １ １ 】
　
　
　
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 有 限 体 Ｋ か ら 有 限 体 Ｌ へ の 第 ２ の 拡 大 Ｌ ／ Ｋ の 原 始 根 α ２ 　 を 下 記 （ ２ － ５ ） に 示
す 第 ２ の 多 項 式 を 基 に 得 る 。
そ し て 、 原 始 根 α ２ 　 を 基 に 、 有 限 体 Ｌ 上 の 演 算 の 基 底 を 選 択 す る 。
こ こ で 、 上 記 ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ の ａ は 、 下 記 （ ２ － ５ ） 内 の ０ 次 の 項 の 係 数 ａ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 数 １ ２ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ８ 】
そ し て 、 上 記 原 始 根 α １ 　 を 基 に 定 め ら れ た 基 底 を 用 い た 下 記 （ ２ － ６ ） に 示 す 有 限 体 Ｋ
上 の 任 意 の 元 Ａ を 、 下 記 （ ２ － ７ ） の よ う に 有 限 体 Ｆ 上 の ｌ １ 　 （ ＝ ｑ ） 次 元 ベ ク ト ル Ｖ
Ａ で 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 数 １ ３ 】
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 数 １ ４ 】
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【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 上 記 原 始 根 α １ 　 を 基 に 定 め ら れ た 基 底 を 用 い た 下 記 （ ２ － ８ ） で 示 す Ｄ を 、 下 記
（ ２ － ９ ） の よ う に 有 限 体 Ｆ 上 の ｌ １ 　 （ ＝ ｑ ） 次 元 ベ ク ト ル Ｖ Ｄ で 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 数 １ ５ 】
　
　
　
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 数 １ ６ 】
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 場 合 に 、 Ｄ ： ＝ ａ ・ Ａ は 、 上 記 （ ２ － ５ ） で 定 義 さ れ る ａ 、 並 び に 上 記 （ ２ － ６ ） で
定 義 さ れ る Ａ を 用 い る と 、 下 記 （ ２ － １ ０ ） の よ う に 示 さ れ 、 ベ ク ト ル Ｖ Ｄ は 下 記 （ ２ －
１ １ ） の よ う に 示 さ れ る 。 こ こ で 、 下 記 （ ２ － １ ２ ） の 左 辺 の α １ 　 の ｑ 乗 値 を 右 辺 の 値
（ α １ 　 － １ ） に 置 き 換 え て 表 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 数 １ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 数 １ ８ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 数 １ ９ 】
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 回 路 構 成 方 法 で は 、 上 記 （ ２ － １ ０ ） ， （ ２ － １ １ ） を 基 に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 図
１ に 示 す 有 限 体 Ｋ 上 の ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ を 構 成 す る 。
図 ２ に 示 す ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ に は 、 上 記 （ ２ － ７ ） で 示 す ｑ 次 元 ベ ク ト ル Ｖ Ａ が 入 力 さ
れ る 。
図 ２ に 示 す Ａ 〔 ０ 〕 ～ Ａ 〔 ｑ － １ 〕 が 、 上 記 （ ２ － ７ ） に 示 す Ａ ０ 　 ～ Ａ ｑ － １ 　 に そ れ
ぞ れ 対 応 し て い る 。
ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ は 、 上 記 （ ２ － ４ ） よ り 得 ら れ る 下 記 （ ２ － １ ２ ） を 基 に α １ 　 の ｑ
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次 の 項 を １ 次 お よ び ０ 次 の 項 で 置 き 換 え て 上 記 （ ２ － １ ０ ） に 示 す 演 算 を 行 う よ う に 構 成
さ れ る 。
こ れ に よ り 、 ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ は 、 α １ 　 の ｑ 次 未 満 の 項 の 係 数 に つ い て の 演 算 を 行 う
よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 上 記 回 路 構 成 方 法 は 、 デ ー タ Ａ 〔 ０ 〕 ～ Ａ 〔 ｑ － １ 〕 の そ れ ぞ れ が 、
係 数 ｄ を 乗 算 す る ｑ － １ 個 の 乗 算 回 路 ３ １ ＿ １ ～ ３ １ ＿ ｑ － １ 、 係 数 ｃ ｄ を 乗 算 す る ｉ －
１ 個 の 乗 算 回 路 ３ ２ ＿ １ ～ ３ ２ ＿ ｉ － １ 、 加 算 回 路 ３ ３ の う ち 、 対 応 る 回 路 に 入 力 さ れ る
よ う に ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ を 構 成 す る 。
ま た 、 上 記 回 路 構 成 方 法 は 、 乗 算 回 路 ３ ２ ＿ ０ ～ ３ ２ ＿ ｉ － １ の 出 力 が 、 イ ン バ ー タ ３ ５
＿ ０ ～ ３ ５ ＿ ｉ － １ に そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る よ う に ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ を 構 成 す る 。
ま た 、 上 記 回 路 構 成 方 法 は 、 乗 算 回 路 ３ １ ＿ １ ～ ３ １ ＿ ｉ － １ の 出 力 が 、 そ れ ぞ れ 加 算 回
路 ３ ４ ＿ １ ～ ３ ４ ＿ ｉ － １ に 入 力 さ れ る よ う に ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ を 構 成 す る 。
ま た 、 上 記 回 路 構 成 方 法 は 、 イ ン バ ー タ ３ ５ ＿ １ ～ ３ ５ ＿ ｉ － １ の 出 力 が 、 そ れ ぞ れ 加 算
回 路 ３ ４ ＿ １ ～ ３ ４ ＿ ｉ － １ に 入 力 さ れ る よ う に ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ を 構 成 す る 。
ま た 、 上 記 回 路 構 成 方 法 は 、 乗 算 回 路 ３ ３ の 出 力 が 、 係 数 ｄ を 乗 算 す る 乗 算 回 路 ３ ２ に 入
力 さ れ る よ う に ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ を 構 成 す る 。
そ し て 、 イ ン バ ー タ ３ ５ ＿ ０ 、 加 算 回 路 ３ ４ ＿ １ ～ ３ ４ ＿ ｉ － １ 、 乗 算 回 路 ３ ２ 、 並 び に
乗 算 回 路 ３ １ ＿ ｉ ～ ３ １ ＿ ｑ － １ の 出 力 が 、 そ れ ぞ れ デ ー タ Ｄ 〔 ０ 〕 ～ 〔 ｑ － １ 〕 と な る
。
図 ２ に 示 す Ｄ 〔 ０ 〕 ～ Ｄ 〔 ｑ － １ 〕 が 、 上 記 （ ２ － ９ ） ， （ ２ － １ １ ） に 示 す Ｄ ０ 　 ～ Ｄ

ｑ － １ 　 に そ れ ぞ れ 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
〔 発 明 の 実 施 の 形 態 〕
本 実 施 形 態 で は 、 上 述 し た 関 連 技 術 と 同 様 に 、 有 限 体 Ｆ （ 本 発 明 の 第 １ の 有 限 体 ） が 有 限
体 Ｆ ｑ 　 の ｎ 次 拡 大 で あ り 、 有 限 体 Ｋ （ 本 発 明 の 第 ２ の 有 限 体 ） が 有 限 体 Ｆ か ら の 拡 大 次
数 ｑ の 拡 大 で あ り 、 有 限 体 Ｌ （ 本 発 明 の 第 ３ の 有 限 体 ） が 有 限 体 Ｋ か ら の 拡 大 次 数 ｑ の 拡
大 で あ る 場 合 に 、 有 限 体 Ｋ 上 の ａ 倍 演 算 を 含 む 有 限 体 Ｌ 上 の 演 算 を 行 う 演 算 回 路 を 構 成 す
る 回 路 構 成 方 法 を 説 明 す る 。
こ こ で 、 位 数 が 下 記 （ ３ － １ ） で 示 さ れ 、 有 限 体 Ｌ が 下 記 （ ３ － ２ ） の よ う に 表 現 さ れ る
。 本 実 施 形 態 で は 、 下 記 （ ３ － １ ） ， （ ３ － ２ ） に お い て 、 ｌ １ 　 ＝ ｌ ２ 　 ＝ ｑ の 場 合 を
例 示 す る 。 例 え ば 、 ｑ は ２ 、 ｎ は ４ で あ る 。
こ の 場 合 に 、 上 記 拡 大 の 関 係 は 、 下 記 （ ３ － ３ ） で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 数 ２ ０ 】
　
　
　
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 数 ２ １ 】
　
　
　
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 数 ２ ２ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ４ 】
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本 実 施 形 態 の 回 路 構 成 方 法 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 有 限 体 Ｋ 上 の ｌ ２ 　 （ ＝ ｑ ） 次 元 ベ
ク ト ル Ｄ ＿ Ｉ Ｎ を 入 力 し 、 有 限 体 Ｋ 上 の ｌ ２ 　 次 元 ベ ク ト ル Ｄ ＿ Ｏ Ｕ Ｔ を 出 力 し 、 有 限 体
Ｋ 上 の ａ 倍 演 算 回 路 １ ０ １ を 有 し 、 有 限 体 Ｌ 上 の 演 算 を 行 う 演 算 回 路 １ ０ ０ を 構 成 す る 。
有 限 体 Ｋ 上 の ａ 倍 演 算 回 路 １ ０ １ は 、 有 限 体 Ｆ 上 の ｌ １ 　 （ ＝ ｑ ） 次 元 ベ ク ト ル Ｖ Ａ を 入
力 し 、 有 限 体 Ｆ 上 の ｌ １ 　 次 元 ベ ク ト ル Ｖ Ｄ を 出 力 す る 。
有 限 体 Ｆ か ら 有 限 体 Ｋ へ の 第 １ の 拡 大 Ｋ ／ Ｆ （ 本 発 明 の 第 １ の 拡 大 ） の 第 １ の 原 始 根 α １

　 （ 本 発 明 の 第 １ の 原 始 根 ） を 下 記 （ ３ － ４ ） に 示 す 第 １ の 多 項 式 を 基 に 得 る 。
そ し て 、 原 始 根 α １ 　 を 基 に 、 有 限 体 Ｋ 上 の 演 算 の 基 底 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 数 ２ ３ 】
　
　
　
【 ０ ０ ３ ６ 】
上 記 （ ３ － ４ ） に お い て 、 ト レ ー ス Ｔ ｒ は 、 下 記 （ ３ － ４ ａ ） の よ う に 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 数 ２ ４ 】
　
　
　
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 有 限 体 Ｋ か ら 有 限 体 Ｌ へ の 第 ２ の 拡 大 Ｌ ／ Ｋ （ 本 発 明 の 第 ２ の 拡 大 ） の 第 ２ の 原 始
根 α ２ 　 （ 本 発 明 の 第 ２ の 原 始 根 ） を 下 記 （ ３ － ５ ） に 示 す 第 ２ の 多 項 式 （ 本 発 明 の 第 ２
の 多 項 式 ） を 基 に 得 る 。
こ こ で 、 下 記 （ ３ － ５ ） に 示 す 第 ２ の 多 項 式 は 、 上 記 （ ３ － ４ ） に 示 す 第 １ の 多 項 式 の 第
１ の 原 始 根 α １ 　 と 当 該 第 １ の 多 項 式 の ０ 次 の 項 の 係 数 ｃ と を 用 い て 、 ０ 次 の 項 の 係 数 ａ
が 規 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 数 ２ ５ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ０ 】
そ し て 、 上 記 第 １ の 原 始 根 α １ 　 を 基 に 定 め ら れ た 基 底 を 用 い た 下 記 （ ３ － ６ ） に 示 す 有
限 体 Ｋ 上 の 任 意 の 元 Ａ を 、 下 記 （ ３ － ７ ） の よ う に 有 限 体 Ｆ 上 の ｌ １ 　 次 元 ベ ク ト ル Ｖ Ａ
で 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 数 ２ ６ 】
　
　
　
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 数 ２ ７ 】
　
　
　
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 上 記 第 １ の 原 始 根 α １ 　 を 基 に 定 め ら れ た 基 底 を 用 い た 下 記 （ ３ － ８ ） で 示 す Ｄ を
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、 下 記 （ ３ － ９ ） の よ う に 有 限 体 Ｆ 上 の ｌ １ 　 次 元 ベ ク ト ル Ｖ Ｄ で 示 す 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 数 ２ ８ 】
　
　
　
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 数 ２ ９ 】
　
　
　
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の 場 合 に 、 Ｄ ： ＝ ａ ・ Ａ は 、 上 記 （ ３ － ５ ） で 定 義 さ れ る ａ 、 並 び に 上 記 （ ３ － ６ ） で
定 義 さ れ る Ａ を 用 い る と 、 下 記 （ ３ － １ ０ ） の よ う に 示 さ れ 、 ベ ク ト ル Ｄ ＿ Ｖ は 下 記 （ ３
－ １ １ ） で 示 さ れ る 。 こ こ で 、 上 記 （ ３ － ４ ） か ら 得 ら れ る 下 記 （ ３ － １ ２ ） の 左 辺 の α

１ 　 の ｑ 乗 値 を 右 辺 の 値 （ α １ 　 － １ ） に 置 き 換 え て 表 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 数 ３ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 数 ３ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 数 ３ ２ 】
　
　
　
【 ０ ０ ５ ０ 】
上 記 回 路 構 成 方 法 で は 、 上 記 （ ３ － １ ０ ） ， （ ３ － １ １ ） を 基 に 、 図 １ に 示 す よ う に 、 有
限 体 Ｋ 上 の ａ 倍 演 算 回 路 １ ０ １ を 構 成 す る 。
こ こ で 、 ａ 倍 演 算 回 路 １ ０ １ の ａ は 、 上 記 （ ３ － ５ ） 内 の ａ で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
図 ４ は 、 本 実 施 形 態 の 回 路 構 成 方 法 を 実 行 す る コ ン ピ ュ ー タ ２ ９ （ 本 発 明 の 回 路 構 成 装 置
） の 構 成 図 で あ る 。
図 ４ に 示 す よ う に 、 コ ン ピ ュ ー タ ２ ９ は 、 例 え ば 、 操 作 部 ３ １ 、 デ ィ ス プ レ イ ３ ２ 、 メ モ
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リ ３ ３ お よ び Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ を 有 し 、 こ れ ら が バ ス ３ ０ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。
操 作 部 ３ １ は 、 キ ー ボ ー ド や マ ウ ス な ど の 操 作 手 段 で あ り 、 ユ ー ザ の 操 作 に 応 じ た 操 作 信
号 を Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ に 出 力 す る 。
デ ィ ス プ レ イ ３ ２ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ に よ る 回 路 構 成 の 処 理 に 応 じ た 画 面 を 表 示 す る 。
メ モ リ ３ ３ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ の 処 理 に 用 い ら れ る プ ロ グ ラ ム ４ １ （ 本 発 明 の プ ロ グ ラ ム ） お
よ び デ ー タ ４ ２ を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ は 、 プ ロ グ ラ ム ４ １ を 実 行 し 、 デ ー タ ４ ２ を 用 い て 、 以 下 に 示 す よ う に 上 記 有
限 体 Ｌ 上 の 演 算 回 路 に お け る 上 記 有 限 体 Ｋ 上 の ａ 倍 演 算 回 路 を 構 成 （ 設 計 ） す る 。
Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ が 、 本 発 明 の 回 路 構 成 装 置 の 第 １ ～ 第 ４ の 手 段 に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 ５ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ が 演 算 回 路 ２ 内 の 各 乗 算 回 路 を 構 成 す る 場 合 の 動 作 例 を 説 明 す る た め
の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ：
Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ が 、 有 限 体 Ｆ か ら 有 限 体 Ｋ へ の 第 １ の 拡 大 に つ い て の 上 記 （ ３ － ４ ） に 示 す 第
１ の 多 項 式 を 基 に 第 １ の 原 始 根 α １ 　 を 得 る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ：
Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ が 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ で 得 ら れ た 第 １ の 原 始 根 α １ 　 お よ び 第 １ の 多 項 式 の ０ 次
の 項 の 係 数 と を 用 い て そ の ０ 次 の 項 の 係 数 ａ が 規 定 さ れ た 上 記 （ ３ － ５ ） に 示 す 第 ２ の 多
項 式 を 基 に 上 記 第 ２ の 原 始 根 α ２ 　 を 得 る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ：
Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ が 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ で 得 ら れ た 上 記 原 始 根 α ２ 　 を 用 い て 表 現 さ れ た 基 底 を 用
い て 、 有 限 体 Ｌ 上 の 演 算 を 規 定 す る 。
そ し て 、 上 記 有 限 体 Ｌ 上 の 演 算 内 に 、 上 有 限 体 Ｋ 上 の ａ 倍 演 算 が あ る 場 合 に 、 上 記 （ ３ －
１ ０ ） ， （ ３ － １ １ ） を 基 に 、 ａ 倍 演 算 を 規 定 す る 。 こ の と き 、 上 記 （ ３ － １ ２ ） を 基 に
、 上 記 （ ３ － １ ０ ） に お け る α １ 　 の ｑ 次 の 項 を １ 次 お よ び ０ 次 の 項 の 係 数 ｃ で 置 き 換 え
て 、 当 該 ａ 倍 演 算 を 規 定 す る 。 こ れ に よ り 、 上 記 ａ 倍 演 算 は 、 α １ 　 の ｑ 次 未 満 の 項 の 係
数 に つ い て の 演 算 に よ っ て 規 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ；
Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ が 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ で 規 定 さ れ た 演 算 を 基 に 、 上 記 有 限 体 Ｋ 上 の ａ 倍 演 算 回 路
を 含 む 、 有 限 体 Ｌ 上 の 上 記 演 算 を 行 う 演 算 回 路 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
本 実 施 形 態 で は 、 例 え ば 、 図 ３ に 示 す 有 限 体 Ｋ 上 の ａ 倍 演 算 回 路 １ ０ １ が 、 図 ６ に 示 す よ
う に 構 成 さ れ る 。
す な わ ち 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ が 、 上 記 （ ３ － ７ ） で 示 す ｑ 次 元 ベ ク ト ル Ｖ Ａ を 入 力 す る よ う に ａ
倍 演 算 回 路 １ ０ １ を 構 成 す る 。
図 ６ に 示 す Ａ 〔 ０ 〕 ～ Ａ 〔 ｑ － １ 〕 が 、 上 記 （ ３ － ７ ） に 示 す Ａ ０ 　 ～ Ａ ｑ － １ 　 に そ れ
ぞ れ 対 応 し て い る 。
ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ が 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 デ ー タ Ａ 〔 ０ 〕 ～ Ａ 〔 ｑ － １ 〕 の そ れ ぞ れ が 、
イ ン バ ー タ １ ３ ＿ ０ ～ １ ３ ＿ ｉ － １ 、 ｃ － １ 倍 演 算 を 行 う ｃ － １ 倍 演 算 回 路 １ １ ＿ １ ～ １
１ ＿ ｉ － １ 、 ｃ － １ 倍 演 算 回 路 １ １ ＿ ｉ ＋ １ ～ １ １ ＿ ｑ － １ お よ び 、 加 算 回 路 １ ２ の う ち
対 応 す る 回 路 に 入 力 さ れ る よ う に ａ 倍 演 算 回 路 １ ０ １ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ が 、 ｃ － １ 倍 演 算 回 路 １ １ ＿ １ ～ １ １ ＿ ｉ － １ の 出 力 が 加 算 回 路 １ ４ ＿
１ ～ １ ４ ＿ ｉ － １ に 入 力 さ れ る よ う に ａ 倍 演 算 回 路 １ ０ １ を 構 成 す る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４
が 、 イ ン バ ー タ １ ３ ＿ １ ～ １ ３ ＿ ｉ － １ の 出 力 が 加 算 回 路 １ ４ ＿ １ ～ １ ４ ＿ ｉ － １ に 入 力
さ れ る よ う に ａ 倍 演 算 回 路 １ ０ １ を 構 成 す る 。
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【 ０ ０ ５ ９ 】
ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ３ ４ が 、 加 算 回 路 １ ２ の 出 力 が ｃ － １ 倍 演 算 回 路 １ １ ＿ ｉ に 入 力 さ れ る よ
う に ａ 倍 演 算 回 路 １ ０ １ を 構 成 す る 。
そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ４ が 、 イ ン バ ー タ １ ３ ＿ ０ 、 加 算 回 路 １ ４ ＿ １ ～ １ ４ ＿ ｉ － １ 、 ｃ － １

倍 演 算 回 路 １ １ ＿ ｉ ～ １ １ ＿ ｑ － １ の 出 力 が 、 そ れ ぞ れ デ ー タ Ｄ 〔 ０ 〕 ～ 〔 ｑ － １ 〕 と な
る よ う に 、 ａ 倍 演 算 回 路 １ ０ １ を 構 成 す る 。
図 ６ に 示 す Ｄ 〔 ０ 〕 ～ Ｄ 〔 ｑ － １ 〕 が 、 上 記 （ ３ － ９ ） ， （ ３ － １ １ ） に 示 す Ｄ ０ 　 ～ Ｄ

ｑ － １ 　 に そ れ ぞ れ 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の 回 路 構 成 方 法 に よ れ ば 、 上 記 （ ３ － ５ ） に 示 す よ う に
、 第 ２ の 多 項 式 の ０ 次 の 項 の 係 数 ａ を 、 上 記 （ ３ － ４ ） に 示 す 第 １ の 多 項 式 の 第 １ の 原 始
根 α １ 　 と 当 該 第 １ の 多 項 式 の ０ 次 の 項 の 係 数 ｃ と を 用 い て 規 定 す る こ と で 、 図 ２ に 示 す
ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ に 比 べ て 、 回 路 数 が 削 減 さ れ 、 小 規 模 化 さ れ た 図 ６ に 示 す ａ 倍 演 算 回
路 １ ０ １ を 構 成 で き る 。 図 ２ に 示 す 従 来 の ａ 倍 演 算 回 路 ３ ０ １ で は 、 Ｘ 倍 演 算 回 路 と し て
上 記 （ ２ － ４ ） に 示 す 係 数 ｃ と 上 記 （ ２ － ５ ） に 示 す 係 数 ｄ と に 係 わ る 乗 算 を 行 う 回 路 が
必 要 だ っ た が 、 ａ 倍 演 算 回 路 １ ０ １ で は 、 Ｘ 倍 演 算 回 路 は 係 数 ｃ に 係 わ る 回 路 の み と な る
。
【 ０ ０ ６ １ 】
本 発 明 は 上 述 し た 実 施 形 態 に は 、 限 定 さ れ な い 。
例 え ば 、 上 記 （ ３ － ４ ） ， （ ３ － ５ ） に お い て 、 ｑ ＝ ２ ， ｎ ＝ ４ と す る と 、 第 １ の 有 限 体
Ｆ は 下 記 （ ４ － １ ） で 示 さ れ 、 上 記 （ ３ － ４ ） ， （ ３ － ５ ） は そ れ ぞ れ 下 記 （ ４ － ２ ） ，
（ ４ － ３ ） で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 数 ３ ３ 】
　
　
　
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 数 ３ ４ 】
　
　
　
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 数 ３ ５ 】
　
　
　
【 ０ ０ ６ ５ 】
ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 Ｋ 上 の ａ 倍 演 算 回 路 を 含 む Ｌ 上 の 演 算 回 路 を 構 成 す る 場 合
を 例 示 し た が 、 本 発 明 は 、 そ の 他 、 Ｋ 上 の 乗 算 回 路 ま た は 逆 元 生 成 回 路 を 含 む Ｌ 上 の 演 算
回 路 を 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 有 限 体 上 の 演 算 を 行 う 演 算 回 路 を 従 来 に 比 べ て 少 な い 回 路 構 成 要 素 で 小
規 模 に 構 成 で き る 回 路 構 成 方 法 、 そ の 装 置 、 そ の プ ロ グ ラ ム お よ び 演 算 回 路 を 提 供 す る こ
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 関 連 技 術 の 回 路 構 成 方 法 に よ っ て 構 成 さ れ る 有 限 体 Ｌ 上 の 演 算
を 行 う 演 算 回 路 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 有 限 体 Ｋ 上 の ａ 倍 演 算 回 路 の 構 成 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 回 路 構 成 方 法 に よ っ て 構 成 さ れ る 有 限 体 Ｌ 上 の 演 算
を 行 う 演 算 回 路 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 回 路 構 成 方 法 を 実 行 す る コ ン ピ ュ ー タ を 説 明 す る た
め の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ４ に 示 す コ ン ピ ュ ー タ の 処 理 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ３ に 示 す 有 限 体 Ｋ 上 の ａ 倍 演 算 回 路 の 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
３ ０ … バ ス 、 ３ １ … 操 作 部 、 ３ ２ … デ ィ ス プ レ イ 、 ３ ３ … メ モ リ 、 ３ ４ … Ｃ Ｐ Ｕ 、 １ ０ ０
， ３ ０ ０ … 有 限 体 Ｌ 上 の 演 算 回 路 、 １ ０ １ ， ３ ０ １ … 有 限 体 Ｋ 上 の ａ 倍 演 算 回 路

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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